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１

相談支援
そうだんしえん

部
ぶ

会
かい

・各
かく

グループ活動
かつどう

の報告
ほうこく

。

  Aグループ：ケアマネジャーやケア２４の職員を招いて事例を通した意見交換会を企画
しょくいん まね   じれい   とお       いけんこうかんかい きかく

。

  Bグループ：重症心身障害児者
じゅうしょうしんしんしょうがいじしゃ

についての課題
かだい

を共有
きょうゆう

するため事例
じれい

を持
も

ち寄
よ

り検討
けんとう

している。本会
ほんかい

委員
いいん

の大和田
おおわだ

委員
いいん

・平田
ひらた

委員
いいん

にもご協力
きょうりょく

をお願
ねが

いしたい。

                 医療
いりょう

的
てき

な情報
じょうほう

を甲田
こうだ

委員
いいん

から頂
いただ

きたい。

  Cグループ：中野区地域生活支援
なかのくちいきせいかつしえん

センターせせらぎを訪問
ほうもん

。居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

や不動産業者
ふどうさんぎょうしゃ

との連携
れんけい

について聞く
き

ことができた。住宅
じゅうたく

を借り
か

る側
がわ

や支援者
しえんしゃ

に

                 も心
こころ

がけることがあることを知
し

った。今後杉並
。こんごすぎなみ

でどのような取組
とりくみ

が必要
ひつよう

か検討
けんとう

していく。

  Dグループ：支援
しえん

が困難
こんなん

な事例
じれい

と思
おも

われる事例
じれい

を持
も

ち寄
よ

って検討
けんとう

を行
おこな

っている。支援
しえん

のマンパワー不足
ぶそく

やライフステージにおける支援
しえん

の切
き

れ目
め

の問題
もんだい

。

　　　　　　　　支援
しえん

のネットワークの大切
たいせつ

さ。誤学習
　ごがくしゅう

により触法
しょくほう

ケースとなった知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

への社会的
しゃかいてき

ルールの伝え方
つた　かた

の難しさ等
むずか　とう

が課題
かだい

として見え
み

てきている。

　→（Bグループに対し
たい

て：甲田委員
こうだいいん

）医療的
いりょうてき

ケアに対応
たいおう

できる医療機関
いりょうきかん

は区内
くない

に少
すく

なくない。「在宅医療相談調整窓口
ざいたくいりょうそうだんちょうせいまどぐち

」という紹介
しょうかい

システムで紹介
しょうかい

してもらえる。施設
しせつ

　　　の顧問医
こもんい

となるとすでに保育園等複数
ほいくえんとうふくすう

の顧問医
こもんい

を受
う

けいている医師
いし

が多く探す
おお　さが

のは難
なん

。在宅診療
ざいたくしんりょう

を行っ
い

ている医療機関
いりょうきかん

も増
ふ

えているので探
さが

してみるのもよい。

　→（Bグループに対
たい

して：大和田委員
おおわだいいん

）医療的
　いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な児童
じどう

が増え
ふ

ているが、受け皿
う　ざら

が少
すく

ない現状
げんじょう

がある。部会
ぶかい

の活動
かつどう

には積極的
せっきょくてき

に協力
　きょうりょく

したい。

・幹事
かんじ

及
およ

びリーダー会
かい

で進捗状況
しんちょくじょうきょう

の確認
　　かくにん

をし、報告
ほうこく

する。

・次年度
じねんど

以降
いこう

の相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

の在
あ

り方
かた

について、幹事
かんじ

及
およ

び

リーダー会
かい

で意見
いけん

交換
こうかん

をする。

地域
ちいき

移行
いこう

促進
そくしん

部会
ぶかい

・活動
かつどう

の報告
ほうこく

。「地域定着支援
ちいきていちゃくしえん

」について、対象者
たいしょうしゃ

や使い方
つか　かた

のイメージを事例
じれい

を通
とお

して、具体的
ぐたいてき

にまとめていく作業
さぎぎょう

を行
　おこな

っている。

・9月30日第二回地域移行促進部会
がつにちだいにかいちいきいこうそくしんぶかい

で事例
じれい

を持
も

ち寄
よ

り、「地
ち

域
いき

定着
ていちゃく

支援
しえん

」の対象者
たいしょうしゃ

や使
つか

い方
かた

のイメージが出来
でき

てきてい

る。１１月
がつ

25日開催予定
　にちかいさいよてい

の第
だい

三回
さんかい

地域移行促進部会で
　　ちいきいこうそくしんぶかい

「地
ち

域
いき

移行
いこう

促進
そくしん

部会
ぶかい

」で対象像
　たいしょうぞう

・利用
りよう

イメージをまとめ、成果
せいか

と

して協議会
きょうぎかい

で報告
ほうこく

する。

・地域
ちいき

移行
いこう

促進
そくしん

部会
ぶかい

の今後
こんご

については、「地域
ちいき

移行
いこう

」という

切
き

り口
くち

で課題
かだい

検討
けんとう

することがまだ残
のこ

されており、相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

として一
ひと

括
くく

りに検討
けんとう

するよりは、部会
ぶかい

として検討
けんとう

を深
ふか

め

ていった方
ほう

がよい。相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

と課題
かだい

が重
かさ

なる部分
ぶぶん

（「医
い

療
りょう

との連携
れんけい

」等
とう

）については、今後
こんご

相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

とすり合
あ

わ

せを行
おこな

っていった方
ほう

がよい。
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・意見
いけん

・課題
かだい

今後
こんご

の方向性
ほうこうせい

(幹事会
かんじかい

話
はな

し合
あ

い結果
けっか

）



第4期障
だいきしょう

害福祉計
がいふくしけい

画策定に
がさくていに

向けて
む

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

についての説明
せつめい

（武井
たけい

課長
かちょう

）。

・計画
けいかく

部会
ぶかい

で出
で

た意見
いけん

（神作委員）
かみさくいいん

医療的
いりょうてき

ケアの利用者
りようしゃ

の増加
ぞうか

への対応
たいおう

の検討
けんとう

が追加
ついか

となっている。知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

、身体障害者相談員
しんたいしょうがいしゃそうだんいん

が形骸化
　　　　　けいがいか

しているという意見
いけん

あ

り。入所施設
にゅうしょしせつ

の整備は権利条約と逆行
せいび　けんりじょうやく　ぎゃっこう

しているのではという意見
いけん

とやはり必要
ひつよう

という意見
いけん

での議論
ぎろん

があり。成人期発達障害者支援
せいじんきはったつしょうがいしゃしえん

は現在
　げんざい

アセスメントシートを作成中と
さくせいちゅう

のこと。居場所
いばしょ

としての機能
きのう

に対する意見
いけん

も出た。障害児支援
。しょうがいじしえん

については、区内
くない

の療育体制
りょういくたいせい

が見え
　み

づらなっているという意見
いけん

。民間の児童発達支援事業所でも、重度
みんかん　じどうはったつしえんじぎょうしょ　　じゅう

発達障害児の受入れが必要との意見もあった。
どはったつしょうがいじう　い　　　ひつよう　　いけん

　→計画
けいかく

策定
　さくてい

までのプロセスが見
み

えにくい。

　　　→相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

で取
と

り組
く

んだことが計画
けいかく

に反映
はんえい

されていることは実感
じっかん

した。

　　　→案
あん

は事務局
じむきょく

で作成
さくせい

せざるを得
え

ず、今回
こんかい

協議会
きょうぎかい

委員
いいん

を計画
　けいかく

部会
ぶかい

に参加
さんか

してもらうことで少
すこ

しづつプロセスを見
み

えやすくしている。

　→知的
ちてき

（身体
しんたい

）障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

の形骸化
けいがいか

については、ピア相談
そうだん

員
いん

との整合性
せいごうせい

の検討
けんとう

が必要
ひつよう

。

　→すまいる荻窪
おぎくぼ

で地域
ちいき

移行
いこう

プレ事業
じぎょう

を行
おこな

っているが、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

の事業者
じぎょうしゃ

が少
すく

ない。

　→就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

がどんどん増
ふ

えているが、どういう事業所
じぎょうしょ

かよくわからないことが多
おお

い。

　　　→ワークサポートでも就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

の事業所
じぎょうしょ

をすべて把握
はあく

しているわけではない。就労
しゅうろう

を目指
めざ

す方
かた

であれば、ワークサポートも連携
れんけい

は出来
でき

る。

　→障害者
しょうがいしゃ

の「社会
しゃかい

活動
かつどう

」とはどういうイメージか。

　　　→余暇
よか

活動
かつどう

以外
いがい

の様々
さまざま

な活動
かつどう

の想定
そうてい

。区政
くせい

への参加
さんか

等
とう

も含
ふく

まれる。

　→高齢
こうれい

障害者
しょうがいしゃ

については計画
けいかく

部会
ぶかい

で意見
いけん

は出
で

たのか？

　　　→具体的
ぐたいてき

な意見
いけん

は出
で

なかったが、介護保険
かいごほけん

に移行
いこう

したときにケアマネジャーに障害者
しょうがいしゃ

について理解
りかい

してもらえるような仕組
しく

みについて考
かんが

えている。

　　　→相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

でも議論
ぎろん

を行
おこな

っているので、計画
けいかく

部会
ぶかい

にも意見
いけん

もっていきたい。

　→委託
いたく

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の件数
けんすう

がかなりの件数
けんすう

だが、大変
たいへん

ではないのか？

　　　→多岐
たき

にわたる相談
そうだん

が入
はい

っており、すまいるには負担
ふたん

がかかっている。

　　　→特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

も全数
ぜんすう

作成
さくせい

に向
む

け負担
ふたん

が増
ま

している。

　→入所施設
にゅうしょしせつ　 　　　　ほう

があった方が「楽
　らく

」ということはあるが、それをやってしまうと後戻
あともど

りしてしまうので、そこは踏
ふ

みとどまりたい。

　　　→ノーマライゼーションの理念
りねん

には、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

という概念
がいねん

ない。杉並
すぎなみ

でここは守
まも

りたいというところは守
まも

っていくべき。

・次回
じかい

の本会
ほんかい

で、協議会
きょうぎかい

での意見
いけん

や計画
けいかく

部会
ぶかい

で出
で

た意見
いけん

を

踏
ふ

まえた上
うえ

で出来上
できあ

がった最新
さいしん

の保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

4期
き

障
しょ

害
うがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

）案
あん

を報告
ほうこく

する。



杉並区
すぎなみく

の

障害者
しょうがいしゃ

の

就労支援
しゅうろうし

に
えん

ついて

（長野
ながの

委員
いいん

からの情報提供
じょうほうていきょう

）

・ワークサポート杉並
すぎなみ

の目的
もくてき

：「障害者
しょうがいしゃ

の一般就労
いっぱんしゅうろう

の機会
　きかい

の拡大
かくだい

」「障害者
「しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して働き続
はたら　つづ

けられるよう、地域社会と連携
ちいきしゃかい　れんけい

して就労面
しゅうろうめん

と生活面
せいかつめん

の支援
しえん

を一体的
いったいてき

に提
て

供
いきょう

」「障害者の
しょうがいしゃ

一般就労
いっぱんしゅうろう

を促進
　そくしん

し、障害者
しょうがいしゃ

の自立
　じりつ

と社会参加
しゃかいさんか

の一層
いっそう

の促進
そくしん

に役立
やくだ

てること」

・事業
じぎょう

の柱
はしら

は2つ「区市町村障害者就労支援事業
くしちょうそんしょうがいしゃしゅうろうしえんじぎょう

(区から委託
　　　　　　く　　いたく

)」、「就労移行支援事業
しゅうろういこうしえんじぎょう

」。前者
ぜんしゃ

の中
なか

には都事業
とじぎょう

を区
く

が委託
いたく

している事業
じぎょう

、独自
どくじ

に区
く

が委託
いたく

している事
　じぎょ

業
う

、事業団
じぎょうだん

が独自
どくじ

に実施
じっし

している事業
じぎょう

がある。都や国
と　　　くに

のサービスにつなげたり、ハローワークへの同行、企業
どうこう　きぎょう

の面接
めんせつ

や職場実習同行等
しょくばじっしゅうどうこうとう

のコーディネート。会社訪問等
かいしゃほうもんとう　

の定着支援
ていちゃくしえん

。離職
りしょく

に向
む

けての支援
しえん

。ジョブコーチ支援
しえん

。企業
きぎょう

への支援
しえん

。特別支援学校等
とくべつしえんがっこうとう

との連携
れんけい

（毎年15名程度
まいとし  めいていど

の定着支援
ていちゃくしえん

）・区
く

チャレンジ雇用
こよう

への支援
しえん

・職業評価
しょくぎょうひょうか

・

「たまり場
ば

」（余暇支援事業
よかしえんじぎょう

）も実施
じっし

している。「たまり場
ば

」は知的障害
ちてきしょうがい

の方向
かたむ

けであり、精神障害
せいしんしょうがい

や発達障害
　はったつしょう　かたむ

の方向けの同様
どうよう

サービスはやりきれていない課題
かだい

がある。

・昨年度実績
さくねんどじっせき

は78名就職
めいしゅうしょく

、就職者数
　しゅうしょくしゃすう

は都内
とない

では一番良
いちばんよ

かった。週
しゅう

20時間以下
じかんいか

の就労
しゅうろう

が多
おお

く、区内
くない

の作業所等
さぎょうしょとう

からの就職者
しゅうしょくしゃ

は20名程度
めいていど

ある。

・平成
へいせい

22年度
ねんど

から短時間労働
たんじかんろうどう

も法定雇用率
ほうていこようりつ

にカウント。平成
へいせい

25年度
ねんど

からは法定雇用率
ていこようりつ

は2.0％に。平成
へいせい

27年度
ねんど

からは障害者雇用納付金制度
しょうがいしゃこようのうふきんせいど

が適用
　てきよう

される対象範囲
たいしょうはんい

を

常用労働者
じょうようろうどうしゃ

100人
にん

を超
こ

える企業
きぎょう

に拡大
かくだい

。平成
へいせい

30年度
ねんど

からは精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の雇用
　　こよう

も完全義務化
かんぜんぎむか

の予定
よてい

・雇用支援
こようしえん

ネットワーク会議
かいぎ

で出さ
だ

れている課題
かだい

。「作業所等
さぎょうしょとう

の新
あら

たな就労希望者
しゅうろうきぼうしゃ

の掘
ほ

り起
お

こし」「支援者
しえんしゃ

のスキルアップ」「中途障害者
ちゅうとしょうがいしゃ

の就労相談
しゅうろうそうだん

」「障害特性
しょうがいとくせい

の受容
じゅよう

が不十分
ふじゅうぶん

な当事者
とうじしゃ

、家族
かぞく

への対応
たいおう

」「高齢
こうれい

の知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

などの退職後の支援
たいしょくご　しえん

」「高齢の身体障害者
「こうれいしんたいしょうがいしゃ

、精神障害者等の就労機会の提供」「発達障害者、難病患者など
せいしんしょうがいしゃとう　しゅうろうきかいていきょう　はったつしょうがいしゃなんびょ

の就労機会の提供」「区内及び近隣での職場実習、就労機会の開拓
うかんじゃしゅうろうきかいていきょう　くないおよきんりん　しょくばじっしゅうしゅうろうきかいかいたく

」

　　→就労移行支援事業所
しゅうろういこうしえんじぎょうしょ

が区外
くがい

に増
ふ

えてきており、どんな事業所
じぎょうしょ

なのか情報
じょうほう

がなくて困
こま

ることがある。

　　　　→ワークサポート杉並
すぎなみ

では、情報
じょうほう

は極力入手
きょくりょくにゅうしゅ

するようにしているようにしているので、情報提供
じょうほうていきょう

できることもある。

    →（金子委員
かねこいいん

）会社
かいしゃ

の人
ひと

がやさしくて楽
たの

しく仕事
しごと

ができている。以前
いぜん

に在籍
ざいせき

していた企業
きぎょう

では色々
いろいろ

あったが、今
いま

は楽
たの

しくやれている。

    →（菊地委員
きくちいいん

）ケアマネに障害者支援
しょうがいしゃしえん

の理解
りかい

がないのはどうしてか調
しら

べて欲し
ほ

い。

　　　　→相談支援部会
そうだんしえんぶかい

Aグループに伝
つた

える

　　→ワークサポートのマンパワー不足
ふそく

を解消
かいしょう

することが重要
じゅうよう

ではないか。

        →障害福祉計画
しょうがいふくしけいかく

にも繋
つな

がってくるが、人材確保
じんざいかくほ

は重要
じゅうよう

な課題
かだい

。

　　→次回以降
つぎかいいこう

、いくつか違う立場
ちが　たちば

（学校、相談支援事業所等
がっこう　そうだんしえんじぎょうしょとう

）から課題
かだい

や事例
じれい

をあげてもらって確認
かくにん

できるとよい。課題等
かだいなど

の出
だ

し方に
かた

ついては幹事会
かんじかい

で検討
けんとう

する。

・前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でワークサポート杉並
すぎなみ

の事業
じぎょう

説明
せつめい

や実績
じっせき

をと

おして、杉並区
すぎなみく

の障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえん

における実情
じつじょう

がある程
て

度
いど

共有化
きょうゆうか

できた。本会
ほんかい

でも挙
あ

げられていたとおり、いくつか

違
ちが

う立場
たちば

から課題
かだい

をあげてもらい確認
かくにん

できるとよい。

・次回
じかい

は、事前
じぜん

に各委員
かくいいん

に投
な

げかけをし、それぞれの立場
たちば

で考
かんが

えられる杉並区
すぎなみく

の障害者就労支援
しょうがいしゃしゅうろうしえん

の課題
かだい

について情
じょう

報提供
ほうていきょう

して頂
いただ

き、それに基
もと

づいて事例等
じれいとう

具体的
ぐたいてき

な説明
せつめい

を聞
き

くとともに、課題
かだい

を明
あき

らかにしていく（具体的
ぐたいてき

な事例
じれい

を取
と

り扱
あつか

う可能性
かのうせい

もあるので、傍聴人の
ぼうちょうにん

募集
ぼしゅう

は行
おこな

わないことにす

る）。



資料
しりょう
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地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

資料
しりょう

 

平成
へいせい

26年
ねん

12月
がつ

2日
にち

 

相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

活動
かつどう

報告
ほうこく

 
 

１、各
かく

グループの活
かつ

動
どう

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

 

＜Aグループ：高齢期
こうれいき

の支援
し え ん

について＞ 

■検討
けんとう

内容
ないよう

：障害
しょうがい

のある方
かた

の高齢化
こうれいか

、或
ある

いは主
しゅ

たる介
かい

護
ご

者
しゃ

の高
こう

齢
れい

化
か

等
とう

で生
しょう

じる課
か

題
だい

について検討
けんとう

を行
おこな

っている。ケマネージャーやケア２４を招
まね

いて、事
じ

例
れい

を通
とお

した意
い

見
けん

交
こう

換
かん

会
かい

を検討
けんとう

しているが実
じっ

施
し

には至
いた

っていない。                                

■見
み

えてきた課
か

題
だい

： 

・高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

サービス提供者側
ていきょうしゃがわ

から見
み

た障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

の課題
か だ い

はどのようなものかを知
し

る

ことが必要
ひつよう

。 

・高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

サービス提供者
ていきょうしゃ

と連携
れんけい

していくことが必要
ひつよう

。       

■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

・ケアマネージャー間
かん

の連絡会
れんらくかい

（ケアマネージャー協議会
きょうぎかい

）主催
しゅさい

の障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を学
まな

ぶ

ための研修会
けんしゅうかい

に参加
さ ん か

し、高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

サービス提供者
ていきょうしゃ

が障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

のことをどのよ

うにみているのかを把握
は あ く

する。 

・高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

との意見
い け ん

交換会
こうかんかい

を含
ふく

めた連
れん

携
けい

の強化
きょうか

について、検討
けんとう

する。 

 

  ＜Bグループ：重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）にネットワーク構築
こうちく

について＞ 

■検討
けんとう

内容
ないよう

：重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）の地域
ち い き

生活
せいかつ

の実態
じったい

を把握
は あ く

し、課題
か だ い

を明
あき

らかにしていく。重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）の生活
せいかつ

実態
じったい

の情報
じょうほう

が乏
とぼ

しいため、支
し

援
えん

事例
じ れ い

を通
つう

じて実
じっ

態
たい

の把握
は あ く

を行
おこな

っている。現段階
げんだんかい

では、「医療的
いりょうてき

ケアのある障害者
しょうがいしゃ

の通所
つうしょ

施設
し せ つ

や短期
た ん き

入所
にゅうしょ

での受
う

け入
い

れの現
げん

状
じょう

」「医療
いりょう

ニーズの高
たか

い重
じゅう

心
しん

児
じ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の現状
げんじょう

と課題
か だ い

」について事例
じ れ い

を

共有
きょうゆう

し、課題
か だ い

について検討
けんとう

した。 

■取 扱
とりあつかい

事例
じ れ い

：別紙
べ っ し

参照
さんしょう

  

■見
み

えてきた課
か

題
だい

： 

     ・重心児
じゅうしんじ

に対応
たいおう

してくれる往診医
おうしんい

や訪問
ほうもん

看護
か ん ご

の不足
ふ そ く

。 

     ・福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

の医療的
いりょうてき

ケアについて、家族
か ぞ く

のニーズに応
こた

えられていない。 

     ・医療的
いりょうてき

ケアのある児
じ

を受け入れるレスパイト施設
し せ つ

（短期
た ん き

入所
にゅうしょ

等
とう

）が少
すく

ない。 

     ・医療的
いりょうてき

ケアがある児
じ

を受
うけ

入
い

れる通
つう

園
えん

・通
つう

学
がく

先
さき

が少
すく

ない。 

■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

        ・本会
ほんかい

の委員
い い ん

にも参加
さ ん か

してもらい、支援
し え ん

機関
き か ん

での事例
じ れ い

をさらに出
だ

して地域
ち い き

生活
せいかつ

の情報
じょうほう

を

共
きょう

有
ゆう

し、課
か

題
だい

について明
あき

らかにしていく。 

   

  ＜Cグループ：障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対
たい

する住
じゅう

宅
たく

関
かん

連
れん

の支
し

援
えん

について＞ 



   ■検討
けんとう

内容
ないよう

：障害
しょうがい

のある方
かた

が地
ち

域
いき

で暮
く

らす上
うえ

で欠
か

かせない住宅
じゅうたく

関連
かんれん

の支援
し え ん

について、杉並
すぎなみ

でどの

ような取
と

り組
く

みが必
ひつ

要
よう

か検
けん

討
とう

している。居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

を行っている中野区
な か の く

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター「せせらぎ」の実践
じっせん

についてヒアリングを実施
じ っ し

したあと、グルー

プで今
こん

後
ご

の進
すす

め方
かた

について検
けん

討
とう

した。         

■見
み

えてきた課
か

題
だい

： 

      ・不動産
ふどうさん

業界
ぎょうかい

との関係
かんけい

づくりにおいて、有効
ゆうこう

な手段
しゅだん

、方法
ほうほう

について検討
けんとう

が必要
ひつよう

。 

      ・上記
じょうき

を検討
けんとう

する上
うえ

で、不動産
ふどうさん

業界
ぎょうかい

の実際
じっさい

の声
こえ

を聞
き

くことが必
ひつ

要
よう

。 

   ■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

         ・杉並区
すぎなみく

の居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

のこれまでの成果
せ い か

と現状
げんじょう

の把握
は あ く

をし、居住
きょじゅう

サポート

の活用
かつよう

について検討
けんとう

する。 

         ・杉並
すぎなみ

区内
く な い

の不動産
ふどうさん

関係者
かんけいしゃ

にインタビューを行
おこな

うことで実
じっ

際
さい

の声
こえ

を聞
き

き、取
と

り組
く

む

べき課
か

題
だい

を明
あき

らかにする。 

 

＜Dグループ：手
しゅ

厚
あつ

い支
し

援
えん

が必要
ひつよう

な複合的
ふくごうてき

な課題
か だ い

を有
ゆう

するケースについて＞ 

   ■検討
けんとう

内容
ないよう

： 「手
て

厚
あつ

い支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な複
ふく

合
ごう

的
てき

な課
か

題
だい

を有
ゆう

するケースについて」というテーマで、障害
しょうがい

種別
しゅべつ

ごとに事例
じ れ い

検討
けんとう

を進
すす

めてきた。事例
じ れ い

検討
けんとう

を通
とお

し、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や保健
ほ け ん

センタ

ー、行政
ぎょうせい

などのネットワークのあり方
かた

について検討
けんとう

している。 

《身体
しんたい

障害
しょうがい

》 本
ほんひと

人の思
おも

いと現
げん

実
じつ

にギャップがあり、上手
う ま

くサービスにつながらないケー

ス。身体
しんたい

障害
しょうがい

以外
い が い

に、精神
せいしん

・知的
ち て き

・発達
はったつ

障
しょう

害
がい

が疑
う

われるケース等
とう

。 

《知的
ち て き

障害
しょうがい

》親
おや

に障害
しょうがい

が疑
うたが

われるなど、家族
か ぞ く

にも支援
し え ん

が必要
ひつよう

なケース。触法
しょくほう

などの行動
こうどう

から、既存
き そ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

、ネットワークだけでは支
ささ

えることが難
むずか

しいケース等
とう

。 

《精神
せいしん

障害
しょうがい

》親子
お や こ

関係
かんけい

が支援者
しえんしゃ

と本人
ほんにん

との関係
かんけい

に影響
えいきょう

しているケース。周囲
しゅうい

から見
み

ると

支援
し え ん

が必要
ひつよう

だが、本人
ほんにん

が困
こま

っていないケース等
とう

。 

   ■見
み

えてきた課
か

題
だい

： 

         ・相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や支援者
しえんしゃ

のよってケースの困
こん

難
なん

さの捉
とら

え方
かた

が異
こと

なるため、どうい

ったケースが困
こん

難
なん

さに繋
つな

がっているか整
せい

理
り

することが必要
ひつよう

。 

         ・困
こん

難
なん

さの整
せい

理
り

をする中
なか

で、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や保健
ほ け ん

センター、行政
ぎょうせい

などの連携
れんけい

のあ

り方
かた

について具体的
ぐたいてき

に検討
けんとう

することが必要
ひつよう

。 

   ■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

・相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が抱
かか

える困
こん

難
なん

さへのアプローチと関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（役割
やくわり

分担
ぶんたん

）について、

グループ以外
い が い

の相談
そうだん

事業所
じぎょうしょ

も交
まじ

えて意
いけん

見 交
こうかん

換する場
ば

を設
もう

ける。 

→12月
がつ

5日
にち

の計画
けいかく

作成
さくせい

研修会
けんしゅうかい

の場
ば

で実施
じ っ し

予定
よ て い

。 

・研
けん

修
しゅう

会
かい

出
で

た意
い

見
けん

を含
ふく

め、相談
そうだん

支援
し え ん

における困
こん

難
なん

さ等
とう

について整理
せ い り

していく予定
よ て い

。 

 

 

２、今後
こ ん ご

の予定
よ て い

 

      各
かく

グループ活動
かつどう

 

   12月
がつ

 相談
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支援
し え ん
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ぶ か い
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かくだい

幹事会
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援
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部
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会
かい
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平成
へいせい

26年度
ね ん ど

 地域
ち い き

移行
い こ う

促進
そくしん

部会
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＜第
だい

1回
かい

部
ぶ

会
かい

 平成
へいせい

26年
ねん

6月
がつ

17日
にち

開催
かいさい

＞ 

・今
こん

年
ねん

度
ど

の進
すす

め方
かた

について議論
き ろ ん

。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の対象者
たいしょうしゃ

や使
つか

い方
かた

のイメージの共
きょう

有
ゆう

化
か

を図
はか

る。 

・実際
じっさい

にどのように活用
かつよう

されているか、活用
かつよう

できるかの事例
じ れ い

検討
けんとう

を行
おこな

う。 

・事例
じ れ い

を積
つ

みあげていくことで、「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」で賄
まかな

いきれない部分
ぶ ぶ ん

もわかってくる。 

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

で大事
だ い じ

なのは、地域
ち い き

移行
い こ う

してきた人
ひと

を定着
ていちゃく

させると同時
ど う じ

に、地域
ち い き

で生活
せいかつ

してい

る人
ひと

を入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

させないための予防的
よぼうてき

な対応
たいおう

である。 

・就労
しゅうろう

を機
き

にサービスが終 了
しゅうりょう

してしまう利用者
りようしゃ

がいる。「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を活用
かつよう

できな

いか。 

・孤立
こ り つ

することを防
ふせ

ぐためにどこかにつながっていることが重要
じゅうよう

であり、そのために「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を活用
かつよう

できないか。 

・家族
か ぞ く

の高齢化
こうれいか

の問題
もんだい

。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の窓口
まどぐち

がわかりにくい。わかりやすく使
つか

いやすいサービスにすることが

重要
じゅうよう

である。 

 

＜第
だい

2回
かい

部
ぶ

会
かい

 平
へい

成
せい

26年
ねん

9月
がつ

30日
にち

開
かい

催
さい

＞ 

・10数
すう

事例
じ れ い

をもとに「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の対象者像
たいしょうしゃぞう

について議論
ぎ ろ ん

。 

○単身
たんしん

であるため緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

なケース 

・３０代
だい

男性
だんせい

、身体
しんたい

障害
しょうがい

でアパート単身
たんしん

暮
ぐ

らし。就労
しゅうろう

継続
けいぞく

B型
がた

に通所
つうしょ

。身体
しんたい

介護
か い ご

、家事
か じ

援
えん

助
じょ

、

通院
つういん

等
とう

介助
かいじょ

、訪問
ほうもん

診療
しんりょう

、訪問
ほうもん

リハ利用
り よ う

。夜間
や か ん

の支援
し え ん

が入
はい

っていないため、失禁
しっきん

や体調
たいちょう

不良
ふりょう

時
じ

は兄
あに

やヘルパーに自身
じ し ん

で連絡
れんらく

。ヘルパーの調整
ちょうせい

も自身
じ し ん

で行
い

っているが、継続的
けいぞくてき

に対応
たいおう

が

可能
か の う

かどうか不安定
ふあんてい

な面
めん

あり。緊急
きんきゅう

時
じ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

の確保
か く ほ

が必要
ひつよう

。 

・４０代
だい

男性
だんせい

、中途
ちゅうと

障害
しょうがい

、ALS
ｴ ｰ ｴ ﾙ ｴ ｽ

で障害
しょうがい

が進行
しんこう

している。単身
たんしん

生活
せいかつ

であり人
ひと

の手
て

を借
か

りずに

自分
じ ぶ ん

なりの生活
せいかつ

を送
おく

りたいという気
き

持
も

ちが強
つよ

い、緊
きん

急
きゅう

時
じ

の対
たい

応
おう

が必
ひつ

要
よう

。 

○親
おや

が高齢
こうれい

、高齢
こうれい

ではないがサポート力
りょく

が弱
よわ

い、親
おや

との関
かん

係
けい

が悪
わる

いケース 

・４０代
だい

男性
だんせい

。知的
ち て き

障害
しょうがい

で兄
あに

、母
はは

と同居
どうきょ

。兄
あに

が母
はは

の介護
か い ご

、本人
ほんにん

の支援
し え ん

をしている。夜間
や か ん

徘徊
はいかい

、

暴力
ぼうりょく

、窃盗
せっとう

、過食
かしょく

など支援度
し え ん ど

が高
たか

く、緊急
きんきゅう

時
じ

対応
たいおう

も多
おお

い。計画
けいかく

相談
そうだん

、モニタリングのみ

ではまかないきれず「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」利用
り よ う

している。 

・４０代
だい

男性
だんせい

。知的
ち て き

障害
しょうがい

で両親
りょうしん

と同居
どうきょ

。難治性
なんじせい

てんかんで毎日
まいにち

発作
ほ っ さ

あり。A D L
エーディーエル

全介助
ぜんかいじょ

。



両親
りょうしん

の高齢化
こうれいか

。G H
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

入居
にゅうきょ

希望
き ぼ う

。 

・５０代
だい

女性
じょせい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

で母親
ははおや

と同居
どうきょ

。母親
ははおや

は高齢
こうれい

で病
びょう

識
しき

もなく、支援者
しえんしゃ

とならない。本
ほん

人
にん

は措
そ

置
ち

入
にゅう

院
いん

を繰
く

り返
かえ

している。怠薬
たいやく

しがち。現在
げんざい

はG H
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

入居
にゅうきょ

。自宅
じ た く

で「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」

を使
つか

っていれば自
じ

宅
たく

生
せい

活
かつ

は可
か

能
のう

であったか。 

・５０代
だい

女性
じょせい

、身体
しんたい

障害
しょうがい

で高齢
こうれい

の母親
ははおや

と同居
どうきょ

。複数
ふくすう

サービスを利用
り よ う

。関係
かんけい

機関
き か ん

の調整
ちょうせい

には

労力
ろうりょく

が必要
ひつよう

であり、「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を活用
かつよう

できないか。 

○就労
しゅうろう

と同時
ど う じ

にサービス利用
り よ う

がなくなったケース 

・２０代
だい

女性
じょせい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

で児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

卒業後
そつぎょうご

、通
つう

勤
きん

寮
りょう

に入
い

り就
しゅう

労
ろう

。通勤寮
つうきんりょう

退寮後
たいりょうご

、ア 

パート暮
ぐ

らし。障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスは利用
り よ う

していない。体調
たいちょう

不良
ふりょう

時
じ

、アパートの引
ひ

っ越
こ

し

などの支援
し え ん

、金銭面
きんせんめん

での相談
そうだん

などは相談
そうだん

機関
き か ん

で対応
たいおう

。本
ほん

人
にん

からの訴
うった

えがないと支
し

援
えん

が続
つづ

か

ない。 

・２０代
だい

男性
だんせい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

でチャレンジ雇用
こ よ う

事業所
じぎょうしょ

に勤務
き ん む

。就労
しゅうろう

開始
か い し

したが、環境
かんきょう

変化
へ ん か

へ

の不安
ふ あ ん

もあり、精神的
せいしんてき

にも波
なみ

がある。母親
ははおや

との関係
かんけい

はよくなく、相談
そうだん

できる人
ひと

もあまり

いない。母親
ははおや

から就労
しゅうろう

・生活面
せいかつめん

での相談
そうだん

などで計画
けいかく

相談
そうだん

を作成
さくせい

していた事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で引
ひ

き継
つ

いでほしいとの希望
き ぼ う

もあり「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」利用
り よ う

している。 

（その他
た

の意見
い け ん

として） 

・サービスを多数
た す う

利用
り よ う

している人
ひと

への支援
し え ん

（連絡
れんらく

、調整
ちょうせい

）や、セルフプラン作成者
さくせいしゃ

への支
し

 

援
えん

、家族
か ぞ く

と同居
どうきょ

しているが、抱
かか

え込
こ

みがちで、地
ち

域
いき

で孤
こ

立
りつ

している人
ひと

への支
し

援
えん

も必
ひつ

要
よう

。 

・就労
しゅうろう

して福祉
ふ く し

サービスが途切
と ぎ

れてしまう人
ひと

に「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を入
い

れて、計
けい

画
かく

相
そう

談
だん

が継
けい

続
ぞく

されるということは、地域
ち い き

で埋
う

もれさせないためにも重要
じゅうよう

である。 

・状態
じょうたい

を悪化
あ っ か

させないため、問
もん

題
だい

の起
お

こる前
まえ

の「予
よ

防
ぼう

的
てき

な視
し

点
てん

」が必
ひつ

要
よう

である。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を展開
てんかい

していくためには地域
ち い き

でのネットワークをいかに組
く

むか重
じゅう

要
よう

で

ある。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」は定義
て い ぎ

に曖昧
あいまい

な部分
ぶ ぶ ん

がある。曖昧
あいまい

な分
ぶん

、サービスのつなぎや上
うわ

乗
の

せ的
てき

に 

使
つか

えるのではないか。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」と「計画
けいかく

相談
そうだん

」の基
き

本
ほん

相
そう

談
だん

の違
ちが

いが今
いま

は明
めい

確
かく

ではない。報酬
ほうしゅう

の面
めん

も含
ふく

め 

て検討
けんとう

の必要性
ひつようせい

あり。 

・厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

の出
だ

している対象者像
たいしょうしゃぞう

と部会
ぶ か い

の事例
じ れ い

を通
とお

して考
かんが

えた視
し

点
てん

を比
ひ

較
かく

検
けん

討
とう

してみ

る。 

・すまいるの役割
やくわり

も視野
し や

にいれて「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を検討
けんとう

していく必要性
ひつようせい

あり。 

 

＜第
だい

3回
かい

部
ぶ

会
かい

 平
へい

成
せい

26年
ねん

11月
がつ

25日
にち

開
かい

催
さい

＞ 

・前回
まえかい

の事例
じ れ い

検討
けんとう

をもとに「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の対象者像
たいしょうしゃぞう

をまとめる（別紙
べ っ し

参照
さんしょう

）。 

・国
くに

が示
しめ

している対
たい

象
しょう

者
しゃ

像
ぞう

と、部会
ぶ か い

で事例
じ れ い

をもとにしたまとめた対
たい

象
しょう

者
しゃ

像
ぞう

に大
おお

きな違
ちが

いは

なく、より具体化
ぐ た い か

された。 

・「緊急
きんきゅう

時
じ

」のイメージは（別紙
べ っ し

）の例
れい

のとおり。「緊急
きんきゅう

時
じ

」への対応
たいおう

ということへのサ 



ービス提供側
ていきょうがわ

のハードルが高
たか

いが、実
じっ

際
さい

は２４時
じ

間
かん

、３６５日
にち

頻繁
ひんぱん

に連絡
れんらく

があるわけで

はない。「緊急
きんきゅう

時
じ

」に備
そな

えての連絡
れんらく

体制
たいせい

をつくるということでもよいし、各事業所
かくじぎょうしょ

での可能
か の う

なやり方
かた

があるのではないか。指定
し て い

一般
いっぱん

相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

が増
ふ

えないと大風呂敷
お お ぶ ろ し き

を広げ
ひ ろ げ

るだけになってしまう。 

・「地域
ち い き

生活
せいかつ

が不安定
ふあんてい

な者
もの

等
など

」のイメージも（別紙
べ っ し

）の例
れい

のとおり。この部分
ぶ ぶ ん

の解釈
かいしゃく

でサー

ビスが必要
ひつよう

な人
ひと

に柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

できるのではないか。 

・全
すべ

てを「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」と考
かんが

えるのではなく、他
ほか

の福祉
ふ く し

サービスを機能
き の う

させることが重要
じゅうよう

である。 

・現時点
げんじてん

でイメージを大分
だ い ぶ

具体化
ぐ た い か

できたので、これらの視点
し て ん

を地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

に反映
はんえい

し

ていくことを期待
き た い

する。今後
こ ん ご

事業
じぎょう

を実施
じ っ し

する中
なか

でさらなる課題
か だ い

を把握
は あ く

し、必
ひつ

要
よう

な見
み

直
なお

し

を行
おこな

っていくこととなろう。 

・サービスを多数
た す う

利用
り よ う

している人
ひと

に対
たい

しては、それぞれの役割
やくわり

分担
ぶんたん

を明確
めいかく

にしておくこと

が必要
ひつよう

である。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」が必要
ひつよう

であるなしを誰
だれ

が判断
はんだん

するのか。自
じ

分
ぶん

で気
き

付
づ

ける人
ひと

はよいが。 

→ 福祉
ふ く し

サービスを使
つか

う人
ひと

はサービス等
とう

利
り

用
よう

計
けい

画
かく

の対
たい

象
しょう

となるため、事業所
じぎょうしょ

で判断
はんだん

でき

るだろう。利用
り よ う

していない人
ひと

は、すまいる、保健
ほ け ん

センター等
とう

の窓口
まどぐち

で、別件
べっけん

等
とう

で相談
そうだん

に

来
き

た人
ひと

に対
たい

して「地
ち

域
いき

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

」の視点
し て ん

を持
も

ち、つなげていくことが必要
ひつよう

ではないか。 

 

（課題
か だ い

として） 

・計
けい

画
かく

相
そう

談
だん

が始
はじ

まり、かかわる事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が増
ふ

えたが、相
そう

談
だん

する側
がわ

としては、どこが何
なに

をして

くれるかがわかりにくいという意見
い け ん

が多
おお

い。また、契約
けいやく

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

業務
ぎょうむ

時間外
じかんがい

の緊急
きんきゅう

時
じ

等
とう

連絡
れんらく

方法
ほうほう

が分
わ

からなく困
こま

ったとの意見
い け ん

もあった。 

・「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」での「緊急
きんきゅう

時
じ

」は医療面
いりょうめん

で必要
ひつよう

となることが多
おお

い。医療
いりょう

との連携
れんけい

を考
かんが

える必
ひつ

要
よう

がある。 

・地域
ち い き

移行
い こ う

促進
そくしん

部会
ぶ か い

で課題
か だ い

となるテーマは相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

と被
かぶ

ることが多
おお

い。相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

と

の検討
けんとう

テーマの調整
ちょうせい

・連携
れんけい

が必要
ひつよう

である。 

 

（次期
じ き

に向
む

けて） 

・これまでの地域
いき

移
い

行
こう

促
そく

進
しん

部
ぶ

会
かい

は①住
す

む場
ば

の条
じょう

件
けん

整
せい

備
び

②医療
いりょう

との連携
れんけい

③一人
にん

暮
く

らしの支
し

援
えん

④区
く

民
みん

理
り

解
かい

を視
し

点
てん

に取
と

り組
く

んできた。②について地域
ち い き

医療
いりょう

に関
かん

するアンケートを実施
じ っ し

し、

健康
けんこう

ノートを作成
さくせい

し、また医師
い し

との懇談
こんだん

も実施
じ っ し

し、現状
げんじょう

の共有
きょうゆう

は意見
い け ん

交換
こうかん

を行
い

ったが、

その先
さき

の具体的
ぐたいてき

な取
と

り組
く

みまでに進
すす

めなかった。医療
いりょう

との連携
れんけい

については関
かか

わっている

人
ひと

は知
し

っているが、関
かか

わっていない人
ひと

は知
し

らないことが多
おお

い。医療面
いりょうめん

の問題
もんだい

で重度
じゅうど

の方
かた

の

地域
ち い き

移行
い こ う

が進
すす

まない 要
よういん

因にもなっている。②について再
さい

度
ど

取
と

り組
く

めないだろうか。 
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資料
しりょう

３－２ 

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

の対象者像
たいしょうしゃぞう

について 

 

事例
じ れ い

を基
もと

に議論
ぎ ろ ん

しだされた地域定着
ていちゃく

の対象者像
たいしょうしゃぞう

を国
くに

が示
しめ

している対
たい

象
しょう

者
しゃ

像
ぞう

とすり合
あ

わせ、

整理
せ い り

すると、以下
い か

のとおりである。 

 

＜＜国
くに

が示
しめ

している地
ち

域
いき

移
い

行
こう

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

＞＞ 

(1) 居宅
きょたく

において単身
たんしん

であるため緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が見
み

込
こ

めない状
じょう

況
きょう

にある者
もの

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 居宅
きょたく

において家族
か ぞ く

と同居
どうきょ

している障害者
しょうがいしゃ

であっても、当該
とうがい

家族
か ぞ く

等
とう

が障害
しょうがい

、疾病
しっぺい

等
とう

のため、

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、当該
とうがい

家族
か ぞ く

等
など

による緊急
きんきゅう

時
じ

の支
し

援
えん

が見
み

込
こ

めない状
じょう

況
きょう

にある者
もの

 

(3) 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

等
とう

や精神科
せいしんか

病院
びょういん

から退所
たいしょ

・退院
たいいん

したものの他
ほか

、家族
か ぞ く

との同居
どうきょ

から 1
ひと

人
り

暮
く

ら

しに移行
い こ う

したものや地域
ち い き

生活
せいかつ

が不安定
ふあんてい

な者
もの

等
など

も含
ふく

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急
きんきゅう

時
じ

のイメージ(例
れい

) 

・精神
せいしん

疾患
しっかん

で病 状
びょうじょう

悪化
あ っ か

時
じ

の受診
じゅしん

 

・内科的
ないかてき

疾患
しっかん

(人口
じんこう

透析
とうせき

をしているなど)で救急車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

んだ 

・知的
ち て き

障害
しょうがい

で、パニック・病気
びょうき

・親
おや

が倒
たお

れた 

・単身
たんしん

生活者
せいかつしゃ

で不調
ふちょう

時
じ

(風邪
か ぜ

をひいて高熱
こうねつ

をだした等
など

) 

 

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

が不安定
ふあんてい

な者
もの

等
など

のイメージ(例
れい

) 

① 親
おや

と同居
どうきょ

しているが親
おや

が高齢
こうれい

 

高
こう

齢
れい

ではないがサポート力
りょく

が弱
よわ

い、親と本人の関係性が悪い、という状況があ

り、なおかつ、予防的な視点で支援が必要な人。 

   ・通所
つうしょ

につながっているが休
やす

みがちである。 

   ・服薬
ふくやく

が規則的
きそくてき

にできない、怠
たい

薬
やく

傾向
けいこう

がある。 

   ・生活面
せいかつめん

で継続的
けいぞくてき

なサポートが必要
ひつよう

＝見守
み ま も

り。    

② 就労
しゅうろう

系
けい

のサービスを使
つか

っていたが、就
しゅう

労
ろう

しサービスを使
つか

わなくなった。しか

し、何
なに

かの際
さい

の相談
そうだん

{
｛

支援
し え ん

}
｝

が必要
ひつよう

な人
ひと
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議会
ぎ か い

 

杉並区
すぎなみく

における障
しょう

害
がい

者
しゃ

の就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

に関
かん

する課
か

題
だい

について 

＜各委員
かくいいん

からの「障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

に関
かん

する課
かだい

題」情報
じょうほう

提供
ていきょう

まとめ＞ 

 障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

に関
かん

する課題
か だ い

 情報
じょうほう

提供者
ていきょうしゃ

 

１ 

・障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

の中
なか

でも、視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

は圧倒的
あっとうてき

に機会
き か い

が少
すく

ないため、就労
しゅうろう

を諦
あきら

めている人
ひと

が多
おお

い。 

・上記
じょうき

に加
くわ

え、社会
しゃかい

保障
ほしょう

が充実
じゅうじつ

している（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

をしなくても生
い

きていける）ことが、

よりいっそう就労
しゅうろう

意欲
い よ く

を下
さ

げていることにもつながっている。 

高橋
たかはし

委員
い い ん

 

２ 

・就労者
しゅうろうしゃ

が増
ふ

えていっているため就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

が抱
かか

えるケースが非常
ひじょう

に増
ふ

えている。マ

ンパワーの充足
じゅうそく

が求
もと

められる。 

・就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

の雇用
こ よ う

形態
けいたい

の多
おお

くが非
ひ

常
じょう

勤
きん

であるため、担当者
たんとうしゃ

が突然
とつぜん

変
か

わってしまう場合
ば あ い

もあり、支援
し え ん

体制
たいせい

が脆弱
ぜいじゃく

な状 況
じょうきょう

がある。 

小野寺
お の で ら

委員
い い ん

 

３ 

・就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

で連携
れんけい

がとれていないケースがある。 

事例
じ れ い

：生活
せいかつ

訓練
くんれん

事業所
じぎょうしょ

に通所
つうしょ

していて、突然
とつぜん

、同法人
どうほうじん

の就
しゅう

労
ろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

を勧
すす

められた

と本人
ほんにん

から話
はなし

があり、サービスを変
へん

更
こう

し（計
けい

画
かく

を立
た

て直
なお

し）たが、その就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

は合
あ

わず、サービスを終 了
しゅうりょう

することになってしまった。事業所
じぎょうしょ

から相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

へは説明
せつめい

がなかった。 

・就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の支援
し え ん

状 況
じょうきょう

が把握
は あ く

できないケースがある。 

 事例
じ れ い

：就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

で訓練
くんれん

と称
しょう

し、きつい仕事
し ご と

をさせられ、本人
ほんにん

から納得
なっとく

でき

ないと訴
うった

えがあった。就労
しゅうろう

移行
い こ う

なので就労
しゅうろう

に向
む

けての支援
し え ん

をしてほしいのに

支援
し え ん

はしてくれず、ハローワークで本人
ほんにん

が就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

に行
い

き就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
しえん

援 事
じぎょうしょ

業所での経
けい

験
けん

情
じょう

報
ほう

を欲
ほ

し
し

い
い

と言
い

ったが断
ことわ

られた。 

・就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の支援
し え ん

状 況
じょうきょう

（役割
やくわり

）が見
み

えてこない。 

  →就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

がどこまで支援
し え ん

をしてくれるのか（職安
しょくあん

同行
どうこう

・離職
りしょく

時
とき

の自信
じ し ん

喪失
そうしつ

のフォロー等
など

） 

・本人
ほんにん

の状態
じょうたい

と就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

のマッチングがうまくいかないケースがある。 

  →事業所
じぎょうしょ

の支援
し え ん

内容
ないよう

がみえてこないので、どこにつなげてよいのか困
こま

ることがある。 

平田
ひ ら た

委員
い い ん

 

４ 

・生活
せいかつ

保護
ほ ご

受給者
じゅきゅうしゃ

の場合
ば あ い

、就労
しゅうろう

による収 入
しゅうにゅう

で保護
ほ ご

廃止
は い し

になることで、医療費
いりょうひ

等
とう

も自己
じ こ

負担
ふ た ん

になり、本人
ほんにん

の不安
ふ あ ん

が強
つよ

い。生活
せいかつ

保護
ほ ご

に戻
もど

りたいとの気
き

持
も

ちが強
つよ

くなり就労
しゅうろう

意欲
い よ く

の

持続
じ ぞ く

が困難
こんなん

。 

・就労先
しゅうろうさき

でトラブル発生
はっせい

した際
さい

の支
し

援
えん

機
き

関
かん

での関
かか

わり方
かた

や役割
やくわり

が明確
めいかく

でない。 

・一般
いっぱん

就労者
しゅうろうしゃ

との賃
ちん

金
ぎん

格
かく

差
さ

や待
たい

遇
ぐう

の違
ちが

いで、就労
しゅうろう

への意欲
い よ く

を持続
じ ぞ く

するのが困難
こんなん

。 

竹嶋
たけしま

委員
い い ん

 

５ 

・本人
ほんにん

と家族
か ぞ く

の就労
しゅうろう

意欲
い よ く

が低
ひく

い人
ひと

が多
おお

く、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に結
むす

び付
つ

かない。 

  →就
しゅう

労
ろう

意
い

欲
よく

が高い
た か い

本人
ほんにん

と家族
か ぞ く

は…
・・・

 

   ・過去
か こ

に就労
しゅうろう

の経験
けいけん

があり、離職
りしょく

理由
り ゆ う

が会社
かいしゃ

都合
つ ご う

で、「失敗
しっぱい

」のイメージがない。 

   ・きょうだいや障害
しょうがい

のある友人
ゆうじん

に就労
しゅうろう

している人
ひと

がいて、「自分
じ ぶ ん

も就労
しゅうろう

できる」と    

いう前
まえ

向
む

きなイメージを持
も

っている。 

  →就労
しゅうろう

意欲
い よ く

を低
ひく

いところから高
たか

めたり、就労
しゅうろう

に対
たい

する後
うし

ろ向
む

きなイメージを拭
ぬぐ

うに

清水
し み ず

委員
い い ん

 



は、相
そう

応
おう

の取
と

り組
く

みと時
じ

間
かん

が必
ひつ

要
よう

だが、事業所
じぎょうしょ

・支援者
しえんしゃ

のノウハウやスキルが不十分
ふじゅうぶん

であり、人
ひと

や時間
じ か ん

を割
さ

くことも難
むずか

しい。「支援
し え ん

すれば就労
しゅうろう

を実現
じつげん

できそうだ」とい

う希望的
きぼうてき

観測
かんそく

がなければ、就労
しゅうろう

支援
し え ん

を担当
たんとう

する職員
しょくいん

のモチベーションも低下
て い か

して

しまう。 

・就労
しゅうろう

経験
けいけん

の有無
う む

に関
かか

わらず、仕事
し ご と

内容
ないよう

や職場
しょくば

環境
かんきょう

に適応
てきおう

できずに「失敗
しっぱい

」（契約
けいやく

の解除
かいじょ

・ 

 非更新
ひこうしん

）することへの不安
ふ あ ん

が、特
とく

に家
か

族
ぞく

に強
つよ

く、就
しゅう

労
ろう

を敬遠
けいえん

する要因
よういん

になっている。 

   →作業所
さぎょうしょ

（福祉
ふ く し

サービス）を一
いち

度
ど

離
はな

れた後
あと

で、「（確
かく

実
じつ

に）戻
もど

れる場
ば

所
しょ

があるのか」

という不安
ふ あ ん

がある。この不安
ふ あ ん

は、実習
じっしゅう

の段階
だんかい

で問題
もんだい

が無
な

くても、完
かん

全
ぜん

に拭
ぬぐ

うこと

はできない。作業所
さぎょうしょ

としても、優
ゆう

先
せん

的
てき

に受
う

け入
い

れたい気持
き も

ちはあるが、確約
かくやく

する

ことはできない。家族
か ぞ く

にも「作業所
さぎょうしょ

に籍
せき

を置
お

いたままにできれば、就労
しゅうろう

させたい」

という声
こえ

がある。 

・職務
しょくむ

以外
い が い

の面
めん

でのサポートも含
ふく

めた、職場
しょくば

「定着
ていちゃく

」の部分
ぶ ぶ ん

の視点
し て ん

や支援
し え ん

体制
たいせい

が不十分
ふじゅうぶん

。 

   →会社側
かいしゃがわ

は職務
しょくむ

以外
い が い

の面
めん

でのサポートを求
もと

めている。 

事例
じ れ い

：清掃
せいそう

業務
ぎょうむ

を行
おこな

う特
とく

例
れい

子
こ

会
がい

社
しゃ

に就
しゅう

職
しょく

。実習
じっしゅう

では清掃
せいそう

の技能
ぎ の う

や仕事
し ご と

への

集 中 力
しゅうちゅうりょく

も他
ほか

の実習生
じっしゅうせい

と比較
ひ か く

して優秀
ゆうしゅう

ではなかったが、採用
さいよう

された。

企業側
きぎょうがわ

の採用
さいよう

理由
り ゆ う

は、「技能
ぎ の う

や集 中 力
しゅうちゅうりょく

は会社
かいしゃ

で教
おし

え育
そだ

てていく。職
しょく

場
ば

を

離
はな

れた生
せい

活
かつ

面
めん

のサポートが、作業所
さぎょうしょ

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

でしっかりやってもら

えそうだから」ということだった。 

→障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

業界
ぎょうかい

全体
ぜんたい

として、就労者
しゅうろうしゃ

の数
かず

を増
ふ

やすことに主
しゅ

眼
がん

が置
お

かれ過
す

ぎてい

る。 

→特
とく

に、福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

が一切
いっさい

無
な

くなり、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

も作成
さくせい

されてい

ない人
ひと

は、就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

やかつての所属
しょぞく

施設
し せ つ

以外
い が い

にサポートが無
な

く、そのサポー

トも決
けっ

して十
じゅう

分
ぶん

とは言
い

えない状
じょう

況
きょう

ではないのか。 

・家族
か ぞ く

によるサポートも重要
じゅうよう

だが、家族
か ぞ く

からの支援
し え ん

が得
え

られないケースが多
おお

い。 

 事例
じ れ い

：就 職
しゅうしょく

から約
やく

半年後
はんとしご

、職場外
しょくばがい

での２度
ど

の猥褻
わいせつ

行為
こ う い

で自主
じ し ゅ

退職
たいしょく

になった。

作業所
さぎょうしょ

・就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

・グループホームが支
し

援
えん

に取
と

り組
く

んでも、家族
か ぞ く

の支援
し え ん

が十分
じゅうぶん

ではなかった。企業
きぎょう

にもそのことを指摘
し て き

された。 

   →家族
か ぞ く

の加齢
か れ い

や健康
けんこう

状態
じょうたい

等
とう

によって、サポートが難
むずか

しい場
ば

合
あい

もある。その場合
ば あ い

に、

誰
だれ

が・どのようにサポートするのか、企業
きぎょう

にもわかるような体制
たいせい

づくりが必要
ひつよう

に

なるのではないか。 

６ 

・区内
く な い

施設
し せ つ

等
とう

における新規
し ん き

・就労
しゅうろう

希望者
きぼうしゃ

の減少
げんしょう

について 

   障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

支援
し え ん

ネットワーク会議
か い ぎ

を定期的
ていきてき

に開催
かいさい

し、企業
きぎょう

見学
けんがく

、就労
しゅうろう

状 況
じょうきょう

の

共有
きょうゆう

、支援者
しえんしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向上
こうじょう

などをテーマにしているが、「本人
ほんにん

の障害
しょうがい

特性
とくせい

や実体験
じったいけん

の不足
ふ そ く

」、「施設
し せ つ

固有
こ ゆ う

の経営
けいえい

状 況
じょうきょう

」、「施設
し せ つ

職員
しょくいん

が就労
しゅうろう

支援
し え ん

に携
たずさ

わる余
よゆう

裕が

ない」、「就労
しゅうろう

に対
たい

する保
ほ

護
ご

者
しゃ

の理解
り か い

の相違
そ う い

」などにより、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へチャレンジす

るケースが少
すく

ない。 

・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

希望者
きぼうしゃ

の中
なか

で、本人
ほんにん

の就労
しゅうろう

意欲
い よ く

とは裏腹
うらはら

に就労
しゅうろう

の

準備性
じゅんびせい

などが不足
ふ そ く

しているケースについて 

   保健
ほ け ん

や福祉
ふ く し

の相談
そうだん

等
とう

の機関
き か ん

との関
かか

わりが薄
うす

い状
じょう

態
たい

で相
そう

談
だん

に来
く

るケースも多々
た た

あり、

健康面
けんこうめん

や生活面
せいかつめん

での安定
あんてい

が必要
ひつよう

なため、面談
めんだん

や他
ほか

機関
き か ん

との連携
れんけい

等
とう

に時間
じ か ん

を要
よう

すること

がある。 

   障
しょう

害
がい

者
しゃ

の就
しゅう

労
ろう

では全
すべ

ての準
じゅん

備
び

性
せい

を満
み

たさなくても、就労
しゅうろう

しながら徐々
じょじょ

に補完
ほ か ん

し

長野
な が の

委員
い い ん

 



ていくことも一般的
いっぱんてき

になりつつあるが、「障害
しょうがい

の受容
じゅよう

」、「通院
つういん

と服薬
ふくやく

管理
か ん り

」、「健康
けんこう

（睡眠
すいみん

）と衛生面
えいせいめん

の管理
か ん り

」などの基本的
きほんてき

なことは必須
ひ っ す

である。 

・中途
ちゅうと

障害者
しょうがいしゃ

（例
たと

えば、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

・高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

・難病
なんびょう

患者
かんじゃ

など）の就
しゅう

労
ろう

相
そう

談
だん

・支
し

援
えん

に関
かん

する支
し

援
えん

者
しゃ

のスキルの向
こう

上
じょう

について 

   区内
く な い

の施設
し せ つ

では、多様
た よ う

な障害
しょうがい

特性
とくせい

のある方
かた

の受入
う け い

れも積極的
せっきょくてき

に個別
こ べ つ

に行
おこな

っている。

また、当団
とうだん

の就労
しゅうろう

相談
そうだん

にも様々
さまざま

な障害
しょうがい

特性
とくせい

の方
かた

や生活面
せいかつめん

での課題
か だ い

のある方
かた

、触法
しょくほう

の方
かた

などがみえる。施設
し せ つ

の枠
わく

を超
こ

えて支
し

援
えん

員
いん

一
ひとり

人ひとりが、いわゆる支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

を

図
はか

ることが望
のぞ

まれる。 

・「高齢
こうれい

の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の就労
しゅうろう

機会
き か い

の提供
ていきょう

」と「区
くない

内及
およ

び近
きん

隣
りん

での職場
しょくば

実習
じっしゅう

、就労
しゅうろう

機会
き か い

の開拓
かいたく

」について 

   高齢
こうれい

の障害
しょうがい

のある方
かた

でも、就
しゅう

労
ろう

の希
き

望
ぼう

は多
おお

いが、通
つう

勤
きん

時
じ

間
かん

と勤務地
き ん む ち

、勤務
き ん む

時間
じ か ん

、仕事
し ご と

の内容
ないよう

など個々
こ こ

の様々
さまざま

なニーズに基
もと

づいた支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

とされてくる。例
たと

えば、区
く

と連
れん

携
けい

して区
く

内
ない

及
およ

び近
きん

隣
りん

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

での職場
しょくば

実習
じっしゅう

（職場
しょくば

体験
たいけん

を含
ふく

む）や短時間
たんじかん

等
とう

の就労
しゅうろう

機会
き か い

の開拓
かいたく

が求
もと

められてくる。 

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

・難病
なんびょう

患者
かんじゃ

などの就労
しゅうろう

機会
き か い

の開拓
かいたく

と提供
ていきょう

について 

   昨今
さっこん

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

等
とう

により、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

実績
じっせき

が伸
の

びてきている

が、その中
なか

でも発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

、あるいは難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の就労
しゅうろう

機会
き か い

はまだ十分
じゅうぶん

ではない面
めん

も

ある。今後
こ ん ご

、企業
きぎょう

や一
いっ

般
ぱん

向
む

けに障害
しょうがい

特性
とくせい

の説明
せつめい

、成功
せいこう

事例
じ れ い

の共有
きょうゆう

、助成金
じょせいきん

制度
せ い ど

の説明
せつめい

などを通
つう

じて、就労
しゅうろう

機会
き か い

の開拓
かいたく

と提供
ていきょう

が必要
ひつよう

となる。 

・高齢
こうれい

の知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

などの退職後
たいしょくご

の居場所
い ば し ょ

等
とう

の生活
せいかつ

支援
し え ん

について 

   いわゆる障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

は、「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

から知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、そして精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

へ」と

対象者
たいしょうしゃ

の枠
わく

が増
ふ

えてきている。今
こん

後
ご

、高
こう

齢
れい

を迎
むか

える就
しゅう

労
ろう

中
なか

の知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が年
ねん

々
ねん

増
ぞう

加
か

することが予想
よ そ う

され、それに伴
ともな

い退
たい

職
しょく

者
しゃ

も増
ふ

えると思
おも

われる。退
たい

職
しょく

後
ご

の居
い

場
ば

所
しょ

や家
か

族
ぞく

を含
ふく

めた生活
せいかつ

支援
し え ん

、新
あら

たな社会
しゃかい

資源
し げ ん

の提供
ていきょう

などが求
もと

められてくる。 

・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

における他
ほか

機関
き か ん

との連携
れんけい

を希望
き ぼ う

しない困難
こんなん

ケースについて 

   最近
さいきん

の例
れい

では、特
とく

に精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

ケースで、生活面
せいかつめん

や

家族
か ぞ く

関係
かんけい

等
とう

の課題
か だ い

が多
おお

く、他
た

機関
き か ん

との連携
れんけい

が必要
ひつよう

と思
おも

われるケースが増
ふ

えている。し

かし、そのようなケースの多
おお

くは当
とう

事
じ

者
しゃ

が他
ほか

機
き

関
かん

との連
れん

携
けい

を好
この

まず、また支
し

援
えん

者
しゃ

の好
す

き

嫌
きら

いが多
おお

くて繋
つな

がらない。結果的
けっかてき

に問題
もんだい

解決
かいけつ

に時間
じ か ん

がかかることや、根
こん

本
ぽん

的
てき

な解
かい

決
けつ

に至
いた

らないことが多
おお

い。 

・人格
じんかく

障害
しょうがい

のある方
かた

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

における困難
こんなん

ケースについて 

   障害
しょうがい

特性
とくせい

として、自己
じ こ

中心的
ちゅうしんてき

に話
はなし

をすすめてしまったり、支援者
しえんしゃ

の話
はなし

を理解
り か い

しな

かったりし、結果的
けっかてき

に早期
そ う き

退職
たいしょく

を繰
く

り返
かえ

してしまう。自己
じ こ

の障害
しょうがい

認知
に ん ち

が難
むず

しいこと

もあり、自己
じ こ

の振返
ふりかえ

りができず、結果
け っ か

への不満
ふ ま ん

を支援者
しえんしゃ

等
とう

他者
た し ゃ

への攻撃
こうげき

という形
かたち

で

表現
ひょうげん

してしまう。対応
たいおう

できる支援
し え ん

機関
き か ん

が少
すく

なく、なんとかハローワーク等
など

と連携
れんけい

して

支援
し え ん

をしている状 況
じょうきょう

がある。 

・障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

制度
せ い ど

が充実
じゅうじつ

する一方
いっぽう

での様々
さまざま

な影響
えいきょう

等
とう

について 

   平
へい

成
せい

２５年
ねん

４月
がつ

より、障害者
しょうがいしゃ

の雇用率
こようりつ

が２ ％
ぱーせんと

になったことで障害者
しょうがいしゃ

を積極的
せっきょくてき

に

雇用
こ よ う

する企業
きぎょう

が増
ふ

えてきた。また、平
へい

成
せい

２７年
ねん

４月
がつ

からは「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

納付
の う ふ

金
きん

制度
せ い ど

」

の申告
しんこく

対象
たいしょう

事業
じぎょう

主
ぬし

の範囲
は ん い

が「常用
じょうよう

労働者
ろうどうしゃ

２００人
にん

以上
いじょう

から１００人
にん

以上
いじょう

」へと拡大
かくだい

さ

れ、平
へい

成
せい

３０年
ねん

からは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の完全
かんぜん

雇用
こ よ う

義務化
ぎ む か

がせまっている（雇用率
こようりつ

もさらに

アップする予想
よ そ う

）。 



   企業
きぎょう

からの障害者
しょうがいしゃ

求人
きゅうじん

が多く
お お く

なる一方
いっぽう

で、大別
たいべつ

すると２つの現象
げんしょう

が見
み

られる。１

つは、最近
さいきん

、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

を促進
そくしん

した企業
きぎょう

で、積極的
せっきょくてき

に雇用
こ よ う

したけれども「職場
しょくば

に仕事
し ご と

が見
み

つからない」、「障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

を知
し

らない職
しょく

員
いん

が対応
たいおう

を全部
ぜ ん ぶ

任
まか

される」、「採用
さいよう

ありき

で、すぐに退職者
たいしょくしゃ

が出
で

る」など社内
しゃない

環境
かんきょう

の整備
せ い び

が間
ま

に合
あ

わない。 

  ２つ目
め

は、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

を先行
せんこう

して進
すす

めた結果
け っ か

、多
おお

くの企
き

業
ぎょう

が一
いっ

気
き

に集
しゅう

中
ちゅう

してしまい、

いわゆる人材
じんざい

が不足
ふ そ く

してしまい、雇
やと

いたくても雇
やと

えず雇用率
こようりつ

の達成
たっせい

が難
むずか

しくなってい

る。 

７ 

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

について理解
り か い

のある就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、職場
しょくば

が限
かぎ

られている。 

・会社
かいしゃ

により障害者
しょうがいしゃ

の受
う

け入
い

れ 態
たいせい

勢が全
まった

く違
ちが

う。 

・障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

をしているのに、障
しょう

害
がい

への理
り

解
かい

が足
た

りない。 

・就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

が入
はい

ることを好
この

ましく思
おも

っていない会
かい

社
しゃ

もある。 

・話
はなし

を聞
き

いてもらうなど、職
しょく

場
ば

以
い

外
がい

の人
ひと

と話
はなし

をする機
き

会
かい

が少
すく

ない。 

・会
かい

社
しゃ

によっては、就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

機
き

関
かん

があることが安
あん

心
しん

に繋
つな

がっている。 

神作
かみさく

委員
い い ん

 

８ 

・身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

について、 A D L
えーでぃーえる

面
めん

（食事
しょくじ

・排泄
はいせつ

）等
とう

に課
か

題
だい

があるという理
り

由
ゆう

で制
せい

限
げん

を受
う

ける。 

 →食
しょく

事
じ

や排
はい

せつに介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

で、会社
かいしゃ

や就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

に行
い

くこ

とができず、日中
にっちゅう

の活動
かつどう

場所
ば し ょ

としては、「合
あ

わない」と思
おも

いつつ生活
か い ご

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

しか選
えら

べない。 

 →在宅
ざいたく

就労
しゅうろう

という形
けい

がだいぶ拡充
かくじゅう

されているが、会社
かいしゃ

等
とう

に行
い

って働
はたら

きたいというニー

ズは多
おお

い。 

大和田
お お わ だ

委員
い い ん

 

 



平成
へいせい

26年
ねん

12月
がつ

2日
にち

 

杉
すぎ

並
なみ

区
く

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 

資料
しりょう

５ 

  

 

平
へい

成
せい

2６年
ねん

度
ど

杉
すぎ

並
なみ

区
く

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

シンポジウム概
がい

要
よう

について 

 

 

１ 目
もく

的
てき

 ：①自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の役
やく

割
わり

を広
ひろ

く地
ち

域
いき

に知
し

ってもらう 

      ②杉
すぎ

並
なみ

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

を区
く

民
みん

と共
とも

に考
かんが

える 

 

２ 対
たい

象
しょう

 ：主
おも

に区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

勤
きん

の方
かた

 

  

３ 日
にっ

程
てい

 ：平
へい

成
せい

2７年
ねん

2月
がつ

１２日
にち

（木
もく

） （１３:００ ～ １７:００） 

         

４ 会
かい

場
じょう

 ：阿
あ

佐
さ

谷
がや

地
ち

域
いき

区
く

民
みん

センター第
だい

４・５集
しゅう

会
かい

室
しつ

 

 

５ 内
ない

容
よう

 ：＜第
だい

一
いち

部
ぶ

＞  

① 基調
きちょう

講演
こうえん

：「障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

批准
ひじゅん

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について（仮
かり

）」 

講師
こ う し

： D P I
でぃーぴーあい

日本
に ほ ん

会議
か い ぎ

 事務
じ む

局 長
きょくちょう

 佐藤
さ と う

聡
さとし

 氏
し

 

② 杉
すぎ

並
なみ

区
く

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の今
いま

までの取
とり

組
く

みについての報
ほう

告
こく

 

      ＜第二部
だ い に ぶ

＞                 

 パネルディスカッション  

テーマ：地域
ち い き

における障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

生活
せいかつ

（くらし）を考
かんが

える 

        パネリスト: 現
げん

在
ざい

調
ちょう

整
せい

中
ちゅう

（一
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

している障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

に

ご登
とう

壇
だん

して頂
いただ

く予
よ

定
てい

） 

 

６ 周
しゅう

知
ち

等
とう

： チラシ及
およ

び広
こう

報
ほう

（１月
がつ

１１日
にち

号
ごう

）等
とう

で周
しゅう

知
ち

する。 

       事
じ

前
ぜん

申
もうし

込
こみ

とし、FAX
ふぁっくす

か電
でん

話
わ

で申
もうし

込
こみ

。参
さん

加
か

料
りょう

は無
む

料
りょう

。 

  当日
とうじつ

は要約
ようやく

筆記
ひ っ き

、手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

を依頼
い ら い

し、点字
て ん じ

資料
しりょう

も作成
さくせい

する予定
よ て い

。 

      28（水）→校正１／１９（木）← 

 

 















       別冊
べっさつ

資料
しりょう

２ 

サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

作成
さくせい

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

と今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい

について 

 

１．杉並区
すぎなみく

のサービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

拡大
かくだい

の方針
ほうしん

 

 24年
ねん

度
ど

～26年
ねん

度
ど

の３ヵ年
ねん

で障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス利
り

用
よう

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

（約
やく

2600名
めい

）に対し
た い し

、

サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

を作成
さくせい

できる環境
かんきょう

を整
ととの

えていく予定
よ て い

としてきた。今後
こ ん ご

は

下
か

記
き

２のとおり進
すす

め方
かた

を変
へん

更
こう

する。 

＜参考
さんこう

＞ 

 平成
へいせい

26年
ねん

10月
がつ

20日
にち

現在
げんざい

の計画
けいかく

作成
さくせい

件数
けんすう

：1364件
けん

＜他
ほか

に、区外
く が い

事業所
じぎょうしょ

で作成済み
さ く せ い ず み

165件
けん

＞＝

全体
ぜんたい

の約
やく

６割
わり

 

  （内訳
うちわけ

：身障
しんしょう

278件
けん

、知障
ちしょう

545件
けん

、精神
せいしん

496件
けん

、難病
なんびょう

1件
けん

）※
こめ

障害児
しょうがいじ

149件
けん

 

  平
へい

成
せい

26年
ねん

１０月
がつ

末
まつ

現
げん

在
ざい

の特
とく

定
てい

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

指
し

定
てい

状
じょう

況
きょう

：22カ
か

所
しょ

 

            

 

２．杉
すぎ

並
なみ

区
く

のサービス等
とう

利
り

用
よう

計
けい

画
かく

拡
かく

大
だい

の進
すす

め方
かた

について 

（１）計画
けいかく

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

（継続
けいぞく

） 

   特定
とくてい

相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

が作成
さくせい

するサービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

について、その質
しつ

・

内容
ないよう

を重視
じゅうし

しつつ、量的
りょうてき

拡大
かくだい

についてもシミュレーションしながら着
ちゃく

実
じつ

に進
すす

めている。 

 

（２）平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

以降
い こ う

のサービス更新
こうしん

時
じ

までに全数
ぜ ん

作成
さくせい

（変更点
へんこうてん

） 



       別冊
べっさつ

資料
しりょう

２ 

① 既
すで

にサービスを利用
り よ う

している方
かた

及
およ

び新
しん

規
き

にサービスを申請
しんせい

する方
かた

で、

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

と作成
さくせい

について調整
ちょうせい

ができている方
かた

は平成
へいせい

27年
ねん

3月
がつ

まで

のサービスの更新
こうしん

時期
じ き

に作成
さくせい

を依頼
い ら い

します。 ＜約
やく

200名
めい

＞ 

 

② 既
すで

にサービスを利用
り よ う

している方
かた

及
およ

び新
しん

規
き

にサービスを利用
り よ う

する方
かた

で、

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

と調整
ちょうせい

をしていない方
かた

は平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

以降
い こ う

の次回
じ か い

のサー

ビスの更新
こうしん

時
じ

に作成
さくせい

を依頼
い ら い

します。 ＜約
やく

1000名
めい

＞ 

 

③ サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

作成
さくせい

をスムースに進
すす

めるための方
ほう

策
さく

を実
じっ

施
し

する予
よ

定
てい

です。 

区
く

独自
ど く じ

に相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し、相
そう

談
だん

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

を増
ふ

やし

ていくとともに、介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業所
じぎょうしょ

のケアマネージャーにも研修
けんしゅう

受講
じゅこう

を働
はたら

きかけ、高
こう

齢
れい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の計
けい

画
かく

作
さく

成
せい

もスムースに進
すす

めていくことを考
かんが

えてい

る。 
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